
 平 成 ２ ２ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 一 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ６ 時 １ ０ 分 １ ６ 時 ５ ０ 分 １ ７ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 
  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ K －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ K －  7 ～ 12

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ K － 13 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１K９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｋ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電圧は、 (ア） ボルトである。ただし、電池

の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １４ ② １５ ③ １６ ④ １７ ⑤ １８

(２) 図２に示す回路において、交流電流Ｉが１０アンペアであるとき、抵抗Ｒを流れる電流ＩＲ

は、 (イ) アンペアである。 (５点)

① １ ② ２ ③ ４ ④ ６ ⑤ ８

(３) 磁性体の比透磁率は、その磁性体の透磁率と (ウ) の透磁率との比である。 (５点)

① 真 空 ② 空 気 ③ 水 ④ 金 ⑤ 銀

(４) 交流波形のひずみの度合いを評価するための指標の一つである波高率は、 (エ) の比で

表され、正弦波形の場合、約１.４１４となる。 (５点)

① 最大値と平均値 ② 最大値と実効値 ③ 実効値と平均値

④ 実効値と最小値 ⑤ 最大値と最小値

図 １

ｂ

a

２

１３

Ω

Ｖ

Ω

Ｖ

１

１９

Ω５

図 ２

ａ ｂ

Ｒ＝４

Ｉ＝１０

ＩＲ

ＸＣ＝３

Ω

Ω

Ａ



Ｋ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ４価のシリコン(Ｓｉ)真性半導体の結晶中に、５価のひ素(Ａｓ)などの原子を微量に加え

ることにより、生成される正孔が電気伝導の主たる担い手となる半導体はｐ形半導体といわ

れる。

Ｂ ４価のシリコン(Ｓｉ)真性半導体の結晶中に、３価のインジウム(Ｉｎ)などの原子を微量

に加えることにより、生成される自由電子が電気伝導の主たる担い手となる半導体はｎ形半

導体といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示す電流帰還バイアス方式のトランジスタ回路において、トランジスタの直流電流増幅

率βが５９、ベースとエミッタ間のバイアス電圧ＶＢＥが０.６ボルト、ＩＡが２００マイク

ロアンペア、ベース電流ＩＢが２０マイクロアンペア、抵抗ＲＥが１キロオームのとき、抵抗

ＲＡは、 (イ) キロオームである。 (４点)

① ６ ② ７ ③ ８ ④ ９ ⑤ １０

(３) ダイオードを用いた波形整形回路において、入力信号波形から、上の基準電圧以上と下の基

準電圧以下を切り取り、中央部(上下の基準電圧の振幅レベルに入る部分)の信号波形だけを取

り出す回路は、 (ウ) といわれる。 (４点)

① スライサ ② ピーククリッパ ③ ベースクリッパ

④ ドライバ ⑤ フリップフロップ

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶さ

れる半導体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＣＣＤ ② ＤＲＡＭ ③ ＲＯＭ

④ ＣＤ－ＲＷ ⑤ フラッシュメモリ

(５) トランジスタの静特性の一つである出力特性は、エミッタ接地方式において、ベース電流

ＩＢを一定に保ったときのコレクタ電流ＩＣと (オ) との関係を示したものである。(４点)

① ベース電圧ＶＢ ② コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥ

③ エミッタ電流ＩＥ ④ ベース－エミッタ間の電圧ＶＢＥ

ＶＣＣ

ＲＥ

ＲＣＩＣ

ＩＡＲＡ

ＩＢ

ＲＢ

ＶＢＥ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１及び図２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１及び図２の塗りつぶした部分を示す論理式の論理和は、 (ア) と表すことができる。

(５点)

① Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

図１ 図２

(２) 表に示す論理関数のうち、ブール代数の公式等を利用して変形すると、

(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)･(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)

になるものは、 (イ) である。 (５点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

論理関数

イ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ロ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ハ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ニ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ

ホ (Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図３の論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと出力ｃ

との関係は、図４で示される。 (５点)

図３

図４

(４) 図５の論理回路は、ＮＡＮＤゲートとＮＯＲゲートの組合せによるフリップフロップ回路で

ある。入力ａ及び入力ｂに図６に示す入力がある場合、図５の出力ｄは、図６の出力のうち

(エ) である。 (５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５

入力ａ

入力ｂ 出力ｃ

出力ｄ

図５

図６

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

① ② ③ ④

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

Ｍ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１３５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が (ア) デシベル、増幅器の利得が３６デシベルのとき、

電圧計の読みは、１３.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

(２) 特性インピーダンスの異なる幾つかの線路を縦続接続した複合線路においては、複数の接

続点で繰り返しの反射が生ずるが、偶数回の反射により受端に現れる波を (イ) という。

(５点)

① 順 流 ② 逆 流 ③ 続 流(伴 流) ④ 累 流 ⑤ 脈 流

(３) 図２において、Ａ方向における漏話減衰量は、 (ウ) デシベルである。 (５点)

① －３６ ② －２２ ③ １２ ④ ２２ ⑤ ３６

(４) 図３において、一方の伝送ケーブルのインピーダンスをＺ１、もう一方の伝送ケーブルのイ

ンピーダンスをＺ２とすると、その接続点における電圧反射係数は、 (エ) で表される。

(５点)

２Ｚ１ ２Ｚ２ Ｚ１－Ｚ２ Ｚ２－Ｚ１① ② ③ ④Ｚ１＋Ｚ２ Ｚ１＋Ｚ２ Ｚ１＋Ｚ２ Ｚ１＋Ｚ２

図３

伝送方向 接続点

２ＺＺ1

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図１

(誘導回線)

受端送端

発振器

漏話レベル

図２

Ｚ1

信号入力
12

－24

信号レベル
－2

漏話レベル
－36

(被誘導回線)

信号の伝送方向

Ａ方向 Ｂ方向

Ｚ1

Ｚ２ Ｚ２

 dＢm

 dＢm

 dＢm

 dＢm



Ｋ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 透明な固体や液体に電界を加えたとき、屈折率変化が加えた電界強度に比例する現象は、

(ア) といわれ、このような電気光学効果は光変調器に利用されている。 (４点)

① 光カー効果 ② 波長チャーピング ③ ポッケルス効果

④ 量子効果 ⑤ 磁気的カー効果

(２) ＰＣＭ伝送方式について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＰＣＭ伝送方式に特有の雑音には、熱雑音、量子化雑音、符号誤り雑音、補間雑音などが

ある。

Ｂ 再生中継伝送を行っているＰＣＭ伝送方式では、特定の中継区間で発生した雑音や波形ひ

ずみなどは、一般に、次の中継区間に伝達されない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 伝送するパルス列の時間軸上の位相変動は、 (ウ) といわれ、ＰＣＭ伝送方式の再生中

継器においては、タイミングパルスの間隔のふらつきや共振回路の同調周波数のずれが一定で

ないことなどに起因している。 (４点)

① 位相ひずみ ② 干 渉 ③ 相互変調

④ 等 化 ⑤ ジッタ

(４) デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つである (エ) は、１秒ごとに平均符号誤

り率を測定し、符号誤り率が１×１０－３を超える符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、稼

働時間に占める割合を示したものである。 (４点)

① ＢＥＲ ② ％ＥＳ ③ ％ＥＦＳ ④ ％ＳＥＳ

(５) 一般に、ピンポン伝送方式といわれ、上り方向・下り方向の伝送に対して時間差を設けるこ

とにより、光ファイバ１心で双方向伝送を実現する技術は、 (オ) といわれる。 (４点)

① ＳＤＭ ② ＴＣＭ ③ ＴＤＭ ④ ＷＤＭ ⑤ ＦＤＭ
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＰｖ６アドレスについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＩＰｖ６アドレスは、あて先の指定方法により、ユニキャストアドレス、マルチキャスト

アドレス及びエニーキャストアドレスの三種類に分類される。

Ｂ ＩＰｖ６のユニキャストアドレスは、上位８ビットがすべて１である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＥＴＦのＲＦＣ３２６１において標準化されたＳＩＰは、単数又は複数の相手とのセッショ

ンを生成、変更及び切断するための (イ) 層制御プロトコルである。これらのセッション

には、インターネット通話、マルチメディア配信などが含まれる。 (４点)

① データリンク ② ネットワーク ③ トランスポート

④ プレゼンテーション ⑤ アプリケーション

(３) 無線ＬＡＮについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① ＣＳＭＡ／ＣＡ方式の無線ＬＡＮでは、データが無線上で衝突するとジャム信号が

発生し、ジャム信号の受信により衝突を回避する接続シーケンスを開始する。

② ＣＳＭＡ／ＣＡ方式の無線ＬＡＮでは、ＡＣＫが受信できなかった場合は、ＩＦＳ

時間及びあるランダムな時間だけデータの送信を待ち、他の無線端末から電波が出て

いないことを確認してから送信する。

③ 国内で使用されている２.４ＧＨz帯のＫｕバンドを使用する無線ＬＡＮでは、各種

のＫｕバンド対応機器など、他のシステムとの干渉を避けるため、スペクトル拡散変

調方式が用いられている。

④ 図に示すように三つの無線局が配置され、両端の無線局(無線局A及びC)において、

互いにキャリアが検出できない場合には、中央の無線局Bとの通信ができないことが

あり、これはさらし端末問題といわれる。

(４) ＩＰｖ６ノードの接続確認及び経路情報について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(４点)

Ａ ＩＰｖ６ノードがネットワークに正常に接続されていることを確認するために、ＩＣＭＰｖ６

で提供される機能を利用したｉｐｃｏｎｆｉｇコマンドを用いて、ＩＰパケットが確実に届

いているかどうかの到達確認などを行う。

Ｂ Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａのコマンドプロンプトにより、ｎｅｔｓｈコンテキストから、

ｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｉｐｖ６コンテキストのｓｈｏｗ ｒｏｕｔｅコマンドを用いて、経路

情報を表示させることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

無線局 無線局 無線局

データ データ

A B C



Ｋ－8

(５) ＪＩＳ Ａ４２０１：２００３｢建築物等の雷保護｣及びＪＥＩＴＡ ＩＴＲ-１００５｢情報シ

ステム用接地に関するガイドライン｣における接地について述べた次の記述のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。 (４点)

① 基礎接地極は、大地面又は大地面下に建築物等を取り巻き閉ループを構成する接地

極である。

② 等電位ボンディングは、内部雷保護システムのうち、雷電流によって離れた導電性

部分間に発生する電位差を低減させるため、その部分間を直接導体によって又はサー

ジ保護装置によって行う接続である。

③ 外部雷保護システムのうち、雷電流を受雷部システム(雷撃を受けるための部分)から

接地システム(雷電流を大地へ流し拡散させるための部分)へ流すための部分は、引下

げ導線といわれる。

④ 電力システムの接地は安全面への配慮から生じたものであり、電気設備の接地基準

をそのまま情報システムに適用すると、悪影響を及ぼすおそれがあることを考慮しな

ければならない。

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＰＭＴＵＤは、発信元ホストとネットワーク内のすべてのルータにおいてＰＭＴＵＤが有効

に機能するよう設定されている場合、パケットの発信元からあて先までの経路上にあるパスに

おいて、パケットが分割されずに転送できる (ア) 値を検出する仕組みである。 (４点)

① ＭＳＳ ② ＲＷＩＮ ③ ＴＴＬ ④ ＭＴＵ ⑤ スループット

(２) ＡＴＭの技術などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＳＤＨベースの伝送コンバージェンス・サブレイヤで生成・挿入された空きセルは、転送

先のＡＴＭレイヤで破棄される。

Ｂ セルヘッダのＣＬＰフィールドは、１ビットで構成され、セル破棄の優先度を示す。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) デジタル信号を送受信するための符号化方式のうち (ウ) 符号は、１００ＢＡＳＥ－ＴＸ

で用いられ、図１に示すように、ビット値０の時は信号レベルを変化させず、ビット値１が発生

するごとに、信号レベルが０から高レベルへ、高レベルから０へ、又は０から低レベルへ、低

レベルから０へと、信号レベルを１段ずつ変化させる符号である。 (４点)

① マンチェスタ ② ６４Ｂ／６６Ｂ ③ ＮＲＺＩ

④ ８Ｂ／１０Ｂ ⑤ ＭＬＴ－３

図１

入力

出力

高レベル

低レベル

１０ ０ １ １ ０ １１

０
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(４) Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａのコマンドプロンプトにより、ＩＰｖ６関連の設定変更などをす

るため、ｎｅｔｓｈコンテキストから、ｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｉｐｖ６コンテキストで使用でき

るコマンドの一覧を表示させるには、図２に示すように (エ) 又は ？ を入力し、[Enter]

キーを押す。 (４点)

① ａｄｄ ② ｄｕｍｐ ③ ６ｔｏ４ ④ ｈｅｌｐ ⑤ ｉｓａｔａｐ

Microsoft Windows [Version 6.0.6001]

Copyright (c) 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved.

C:\Users\DD1>netsh

netsh>interface ipv6

netsh interface ipv6> (エ)

図２

(５) ＦＴＴＨサービスの設備構成としての (オ) 方式では、ＯＬＴとＯＮＵの間に光信号を

合・分波する光スプリッタが用いられ、一つのＯＬＴに複数のＯＮＵが接続される。 (４点)

① ＳＳ ② ＡＤＳ ③ ＨＦＣ ④ ＳＣＭ ⑤ ＰＤＳ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＤＮＳサーバの脆弱性を利用し、偽りのドメイン管理情報を覚え込ませることにより、特定
ぜい

のドメインに到達できないようにしたり、悪意のあるサイトに誘導したりする攻撃手法は、

ＤＮＳ (ア) といわれる。 (４点)

① キャッシュクリア ② キャッシュポイズニング

③ ラウンドロビン ④ セキュリティ拡張

(２) ワンタイムパスワード方式の一つである (イ) 方式では、サーバはクライアントにチャ

レンジコードとしてシーケンス番号とシードを送付し、クライアントは受信した情報をもとに

ワンタイムパスワードを生成する。 (４点)

① ＡＰＯＰ ② ＣＨＡＰ ③ Ｓ／Ｋｅｙ ④ ＩＭＡＰ

(３) ＩＰｓｅｃについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ウ) である。(４点)

① ＩＰｓｅｃの動作モードには、トンネルモードとトランスポートモードがある。

② ＩＰｓｅｃは、ネットワーク上を流れるデータを暗号化することによって、ネ

ットワークでの盗聴からデータを保護できる。

③ ＩＰｓｅｃは、ＳＳＬ／ＴＬＳと同じく、トランスポート層のプロトコルであ

り、クライアントとサーバ間相互の通信や電子メール通信において標準として広

く利用されている。

④ ＩＰｓｅｃは、データを送信する際にデータに認証情報を付加して送信するこ

とにより、受信側では通信経路の途中でデータが改ざんされていないかどうかを

確認することができる。
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(４) 検疫ネットワークについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ) である。

(４点)

① 検疫ネットワークは、検疫対象の端末に対して、一般に、隔離、検査及び治療の機

能がある。

② 検疫ネットワークの隔離機能の主な方式には、ＤＨＣＰ方式、認証スイッチ方式、

専用クライアント(パーソナルファイアウォール)方式などがある。

③ 検疫ネットワークは、その特質を踏まえて運用することにより、持ち込みパーソナ

ルコンピュータ(ＰＣ)や外部ネットワークで使用されたモバイルＰＣのセキュリティ

チェックに有効である。

④ ＤＨＣＰ方式は、接続を求めてきたパーソナルコンピュータ(ＰＣ)には検疫ネット

ワークのＶＬＡＮを割り当て、ＰＣの状態を確認して感染などが確認された場合、治

療後、社内ネットワークのＶＬＡＮを割り当てる方式である。

(５) ＩＳＭＳ及び情報セキュリティポリシーについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 取扱いに慎重を要する情報や重大な情報については、可用性を確保するために必ず暗号化

する。

Ｂ 作成された情報セキュリティポリシーは、適用される組織の全関係者に周知し、ＰＤＣＡ

サイクルにより妥当かつ、適切に運用する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７ビルディング内光配線システムにおける、配管又はダクトに光ファ

イバケーブルを布設する場合のけん引端の作成について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

(４点)

Ａ 光ファイバケーブルにけん引端がついていない場合は、テンションメンバが鋼線でけん引

張力が小さいときは、鋼線を折り曲げて巻き付け、けん引端を作成する。

Ｂ 中心にテンションメンバが入っていないか、又はプラスチックの場合は、ロープなどを

ケーブルに巻き付け、けん引端を作成する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) １００ＢＡＳＥ－ＴＸのＬＡＮ配線工事において、クラス２のリピータハブどうしを接続する

とき、ハブ間の距離は、 (イ) メートル以下となるよう配線しなければならない。(４点)

① ５ ② １０ ③ １５ ④ ２０ ⑤ ２５

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、平衡ケーブルの機械的特性が規定されており、直径６

ミリメートルまでの４対ケーブルの施工後における最小曲げ半径は、 (ウ) ミリメートル

である。 (４点)

① ２０ ② ２５ ③ ３５ ④ ４５ ⑤ ５０
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(４) ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７ビルディング内光配線システムにおける光ケーブル配線設備につい

て述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ フロアダクトは、鋼製ダクトをコンクリートの床スラブに埋設し、コンセント回路などの

電力供給、電話、ＯＡ配線など通信・情報配線に用いられる。埋設されたフロアダクトから

の電線及びケーブルの配線を引き出すには、６００ミリメ－トルピッチに取り付けてあるイ

ンサートスタットから行う。

Ｂ セルラダクトは、建物の床型枠材として用いられる波形デッキプレートの溝の部分を、カ

バープレートで閉鎖して配線用ダクトとして用いる。フロアダクトに比べ断面積が大きいた

め配線収容本数が多く取れる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す設計において、カテゴリ６要素を使ったクラ

スＥのチャネルの場合、パッチコード／ジャンパ及び機器コードの長さの総和が１５メートル

のとき、幹線ケーブルの最大長は、 (オ) メートルである。ただし、使用温度は２０℃、

コードの挿入損失dＢ／ｍは幹線ケーブルの挿入損失dＢ／ｍに対して５０パーセント増と

する。 (４点)

① ７２.５ ② ７５.０ ③ ７６.５ ④ ７９.５ ⑤ ８２.５

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、ＵＴＰケーブルの接続などについて、接続器具とケーブル

を接続する方法は、金属スリット間に電線を押し込むことにより、絶縁被覆を取り除いて接続

する (ア) 方式にすることが望ましいと規定されている。 (４点)

① 圧縮接続 ② 圧接接続 ③ ラッピング接続

④ 圧着接続 ⑤ メカニカルスプライス

(２) ＵＴＰケーブルの余長処理は、一般に、ケーブル端末の多少の延長・移動を想定して施工さ

れるが、機器・パッチパネルが高密度で収納されるラック内などで、小さな径のループ及び過

剰なループ回数の余長処理を行うと、ケーブル間の同色対どうしにおいて (イ) が発生し、

トラブルになるおそれがあるといわれる。 (４点)

① グランドループ ② マージナルパス ③ パーマネントリンク

④ ショートリンク ⑤ エイリアンクロストーク

ＥＱＰＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード 機器コード

幹線ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

チャネル

Ｃ

パッチコード／
　ジャンパ

Ｃ = 接続点(対接続)
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(３) 光アクセスネットワークの設備構成について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。(４点)

Ａ 大規模集合住宅のＭＤＦ室などまで光ファイバケーブルを敷設し、ユーザ側は光信号を電気

信号に変換して、ＶＤＳＬ方式により、既設の電話用の宅内配線を利用する方法がある。

Ｂ ＡＤＳ方式では、電気通信事業者の設備から配線された１心の光ファイバ回線を、分岐点

において光受動素子を用いて８分岐又は１６分岐し、個々のユーザにドロップ光ファイバ

で配線する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 図１に示すアローダイアグラムについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 結合点(イベント)番号４における最早結合点時刻(日数)は１０日、最遅結合点時刻(日数)

は１１日である。

Ｂ 作業Ｆのトータルフロート及びフリーフロートは、各々１日である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 図２に示すＪＩＳ Ｑ９０２４での問題解決及び課題達成のプロセスにおいて、一般に、

ＰＤＣＡサイクルを回す手順としてCに入る項目は、 (オ) である。 (４点)

① 計画の策定 ② 標準化と管理の定着

③ 現状把握 ④ 対策の検討と実施

１

作業Ｅ

作業Ｈ作業Ｆ

作業Ｇ

５日 ４日

６日 ５日
２ ７

作業Ａ

４日

５日

作業Ｂ

作業Ｃ

作業Ｄ

３日

５

６

８日

４

３

図１

ＰＬＡＮ
テーマ選定

目標設定

要因解析

効果の確認

ＤＯ

ＣＨＥＣＫ

ＡＣＴ

  A

  B  C

  D

図２
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 総務大臣が、該当すると認めたときに電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益

を確保するために必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ず

ることができる場合について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。

(４点)

① 電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があるとき。

② 電気通信事業者が提供する電気通信役務に関する提供条件が端末設備の使用の態

様を不当に制限するものであるとき。

③ 事故により電気通信役務の提供に支障が生じている場合に電気通信事業者がその

支障を除去するために必要な修理その他の措置を速やかに行わないとき。

④ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないとき。

(２) ｢技術基準適合命令｣及び｢自営電気通信設備の接続｣について述べた次の二つの文章は、

(イ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣は、電気通信事業法に規定する電気通信設備が総務省令で定める技術基準に適合

していないと認めるときは、当該電気通信設備を設置する電気通信事業者に対し、その技術

基準に適合するように当該設備を修理し、若しくは改造することを命じ、又はその使用を制

限することができる。

Ｂ 電気通信事業者は、電気通信回線設備を設置する電気通信事業者以外の者からその自営電

気通信設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信

設備を接続することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の保持が経営上困難とな

ることについて当該電気通信事業者が総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むこと

ができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器技術基準適合認定について、電気通信事業法の規定により登録を受けた者(以下｢登

録認定機関｣という。)は、その登録に係る技術基準適合認定を受けようとする者から求めがあ

った場合には、総務省令で定めるところにより (ウ) を行い、当該求めに係る端末機器

(総務省令で定める種類の端末設備の機器をいう。)が同法の総務省令で定める技術基準に適合

していると認めるときに限り、技術基準適合認定を行うものとする。 (４点)

① 審 査 ② 試 験 ③ 判 定 ④ 検 証

(４) ｢端末設備の接続の検査｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 利用者は、電気通信事業法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されている

端末機器を接続する場合を除き、電気通信事業者の電気通信回線設備に端末設備を接続した

ときは、総務大臣の検査を受け、その接続が同法に規定する端末設備の接続の技術基準に適

合していると認められた後でなければ、これを使用してはならない。

Ｂ 電気通信事業法に規定された、電気通信回線設備と端末設備との接続の検査に従事する者

は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人に提示しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 電気通信事業法の規定による公共の利益のため緊急に行うことを要する通信として総務省令

で定める通信には、火災、集団的疫病、交通機関の重大な事故その他 (オ) に係る事態が

発生し、又は発生するおそれがある場合において、その予防、救援、復旧等に関し、緊急を要

する事項を内容とする通信であって、予防、救援、復旧等に直接関係がある機関相互間におい

て行われるものがある。 (４点)

① 秩序の維持 ② 国民の生活 ③ 生活の不安 ④ 人命の安全

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣(これに基づく告示を含む。)又は｢有線電気通信

法｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) で

ある。 (４点)

① ＤＤ第一種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等

を接続するための工事を除く。

② ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備

に端末設備等を接続するための工事を除く。

③ ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のものに限る工

事を行い、又は監督することができる。

④ ＡＩ・ＤＤ総合種工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端

末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の返納｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から１０日以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の再交付を受けた後失った資格者証を発見したときは、発見した日か

ら２０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電話用設備に接続される端末機器の技術基準適合認定について述べた次の二つの文章は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 音声蓄積装置は、技術基準適合認定の対象とならない端末機器である。

Ｂ 変復調装置は、技術基準適合認定の対象となる端末機器である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を規律し、有線電気通信に関する

(エ) することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。 (４点)

① 秩序を確立 ② 方式を規定 ③ 技術基準に適合 ④ 秘密を確保
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(５) 政令で定める有線電気通信設備の技術基準は、有線電気通信設備(政令で定めるものを除

く。)が、 (オ) する有線電気通信設備に妨害を与えないようにすることが確保されるもの

として定められなければならない。 (４点)

① 事業者の保有 ② 技術基準を満足 ③ 他人の設置 ④ 設置基準に適合

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて４線式の接続形式で接続されるものをいう。

② 無線呼出用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、無線

によって利用者に対する呼出し(これに付随する通報を含む。)を行うことを目的とす

る電気通信役務の用に供するものをいう。

③ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であ

って、デジタル方式により、符号、音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換す

ることを目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

④ 総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、専用通信回線設備又は総合デジタ

ル通信用設備に接続されるものをいう。

(２) 責任の分界及び安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に保安器を有しなければならない。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が５００オーム以下となるように接地
きょう

しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、こ

の限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもの

でなければならない。

Ｂ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 配線設備等の電線相互間及び (エ) の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電圧で

測定した値で１メガオーム以上でなければならない。 (４点)

① 保安器と電源回路間 ② 電線と電源回路間

③ 電源回路と筐体間 ④ 電線と大地間



Ｋ－16

(５) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備にあっては、

使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に (オ) ことができない

ものでなければならない。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

(４点)

① 照合する ② 取り外す ③ 開ける ④ 交換する

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣及び備えなければならない｢発信の機能｣につ

いて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末は、電気通信回線に対して交流の電圧を加えるものであってはな

らない。

② 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を開いてから２秒以上経過

後に選択信号の送出を開始するものであること。ただし、電気通信回線からの発信音

又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この

限りでない。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後３分以内に直流回路を閉

じるものであること。

④ 自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。)

を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、その回数は

最初の発信から３分間に２回以内であること。この場合において、最初の発信から

３分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。ただし、この規定は、火災、盗難

その他の非常の場合にあっては、適用しない。

(２) アナログ電話端末について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ アナログ電話端末の押しボタンダイヤル信号は、６００ヘルツから９００ヘルツまでの間

の特定の四つの低群周波数と１,２００ヘルツから１,６００ヘルツまでの間の特定の四つの

高群周波数からそれぞれ一つずつの組合せで規定されている。

Ｂ アナログ電話端末の４キロヘルツまでの送出電力の許容範囲は、通話の用に供する場合を

除き、平均レベルはマイナス８dＢm以下で、かつ、最大レベルは０dＢmを超えてはならない。

ただし、dＢmは絶対レベルを表す単位とする。また、平均レベルは、端末設備の使用状態に

おける平均的なレベル(実効値)とし、最大レベルは、端末設備の送出レベルが最も高くなる

状態でのレベル(実効値)とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の呼出信号受信時における直流回路のインピ

ーダンスは、７５ボルト、 (ウ) ヘルツの交流に対して２キロオーム以上でなければなら

ない。 (４点)

① ４ ② ８ ③ １６ ④ ３２ ⑤ ６４
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(４) 移動電話端末が備えなければならない｢基本的機能｣及び｢発信の機能｣について述べた次の文

章のうち、正しいものは、 (エ) である。 (４点)

① 発信を行う場合にあっては、発信を確認する信号を送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、応答を要求する信号を送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後１分以内にチャネルを切

断する信号を送出し、送信を停止するものであること。

④ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内であること。ただし、最初

の発信から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。なお、この規定は、火

災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

(５) 総合デジタル通信端末が備えなければならない｢基本的機能｣及び用語について述べた次の二

つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 通信を終了する場合にあっては、呼切断用メッセージを送出するものであること。ただし、

総務大臣が別に告示する場合はこの限りでない。

Ｂ 呼切断用メッセージとは、応答メッセージ、解放メッセージ又は解放完了メッセージをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 電線とは、有線電気通信を行うための導体であって、強電流電線に重畳される通信

回線に係るもの以外のものをいう。ただし、絶縁物又は保護物で被覆されている場合

は、これらの物を含まない。

② 絶縁電線とは、絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

③ 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間に起電力を加えた場合におけるこれら

の間に生ずる電圧と通信回線の端子間に生ずる電圧との比をデシベルで表したものを

いう。

④ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化によ

り最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢線路の電圧及び通信回線の電力｣について述べた次の二つの

文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の線路の電圧は、１００ボルト以下でな

ければならない。ただし、電線としてケーブルのみを使用するとき、又は人体に危害を及ぼ

し、若しくは物件に損傷を与えるおそれがないときは、この限りでない。

Ｂ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の電力は、絶対レベルで表わした値で、

その周波数が音声周波であるときは、プラス２０デシベル以下、高周波であるときは、プラス

１０デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 屋内強電流電線(強電流裸電線であるものを除く。)が３００ボルト以下である場合において、

屋内電線と屋内強電流電線との離隔距離について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。(４点)

Ａ 屋内電線と屋内強電流電線との間に絶縁性の隔壁を設置するとき、屋内電線と屋内強電流

電線との離隔距離は、１０センチメートル以上とすること。

Ｂ 屋内強電流電線が絶縁管(絶縁性、難燃性及び耐水性のものに限る。)に収めて設置されて

いるとき、屋内電線と屋内強電流電線との離隔距離は、１０センチメートル以上とすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及び (エ) により実現

される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な発展に寄与する

ことを目的とする。 (４点)

① 個人情報の保護 ② 秘密の確保

③ 事例分析の実施 ④ アクセス制御機能

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、｢認証業務｣とは、自らが行う電子署名につい

てその業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)その他の者の求めに応じ、当該利用者が電子

署名を行ったものであることを (オ) するために用いられる事項が当該利用者に係るもの

であることを証明する業務をいう。 (４点)

① 記 録 ② 確 認 ③ 承 認 ④ 管 理



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) 

・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔Bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


